
写真／町交通安全協会連絡写真／町交通安全協会連絡協協
議会長小松要一さん（萩生議会長小松要一さん（萩生））
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さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページに
も掲載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれ
でも見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことが
できるように工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

　５月13日、全国白川ダム
湖畔マラソン大会が開催さ
れました。町交通安全協会
連絡協議会の方々は、早朝か
ら配置に着いて交通誘導を
されていました。車でお越
しの参加者を駐車場まで案
内し、レース中は走者の安全
を確保し、大会終了後はお帰
りの参加者をお見送り。小
松会長は「安全第一はもち
ろんのこと、運転手も通行す
る方も気持ちよく往来でき
るように配慮しています」
と話してくださいました。

安全第一。責任を持っ
て行う交通誘導

今月の

表　紙

大会終了後、お帰りになる参
加者を誘導する町交通安全協
会連絡協議会の方々。

www.town.iide.yamagata.jp

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。



広報いいで 2012/5/173

特 集

住み慣れたまちで
いつまでも

　高齢者保健福祉と介護保険事業に関する計画が
策定されました。計画に基づき今年度から65歳以
上の方が納める介護保険料の額が変わります。
　わがまちの保険料と介護予防への取り組みなど
を報告します。

高齢者介護・地域福祉への３カ年計画策定
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計
画
策
定
の
背
景

　

国
勢
調
査
に
よ
る
と
平
成　

年
の
日
本
の

22

高
齢
化
率
は　
・
0
％
、
飯
豊
町
の
高
齢
化

23

率
は
同
年　
・
6
％
で
介
護
保
険
制
度
が
始

31

ま
っ
た
平
成　

年
の　
・
5
％
と
比
較
す
る

12

28

と
3
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま

た　

歳
以
上
人
口
の
う
ち
一
人
暮
ら
し
高
齢

65
者
の
割
合
は
7
・
8
％
、
介
護
施
設
入
所
者

は
6
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

こ
う
し
た
中
で
町
は
高
齢
者
が
心
身
と
も

に
健
康
を
維
持
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
「
飯
豊
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」
と
「
第
5
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。
計

画
期
間
は
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

24

26

で
の
３
年
間
で
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
意
見
公
募
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
・
福

祉
関
係
者
や
介
護
保
険
被
保
険
者
な
ど
に
よ

る
協
議
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

本
計
画
の
基
本
理
念
を
「
安
心
し
て
活
き
活

き
と
暮
ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
推
進
」
と
し
、

6
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。（
表
２
）

　

本
計
画
に
基
づ
い
て
高
齢
期
を
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
社
会
参
加
し
な

が
ら
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
介

護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

安
心
し
て
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る

　
　

高
齢
者
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
て

基　本　方　針
高齢者の生きがいづくりと社会参加を促進します

積極的な健康づくりと介護予防に取り組みます

高齢者の生活支援を充実し安心な暮らしを支えます

高齢者の尊厳が保てるよう権利擁護を推進します

認知症高齢者とその家族支援を充実します

利用者本位の介護保険サービス提供に努めます

表１

人口構成比の推移

65歳以上

40歳～64歳

15～39歳

0～14歳

8623人9204人 7943人

28.5％

14.4％

24.0％

33.1％

31.1％

12.3％

23.1％

33.5％

31.6％

11.8％

22.6％

34.0％

　

飯
豊
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

表２
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介
護
保
険
制
度
と
は

　

介
護
保
険
制
度
は
、　

歳
以
上
の
方
が
被

40

保
険
者
と
な
り
介
護
保
険
料
を
納
め
介
護
や

支
援
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
町
が

保
険
者
と
な
り
介
護
保
険
事
業
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

制
度
が
始
ま
り　

年
が
経
過
し
、
広
く
認

12

知
さ
れ
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
高
齢

化
率
の
上
昇
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

の
増
加
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
大
幅
な
伸
び
か

ら
介
護
給
付
に
要
す
る
費
用
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。（
表
３
）   

　

介
護
保
険
事
業
の
財
源
は
、
公
費
（
国
や

県
、
町
）
と　

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
の
保
険

40

料
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
に
伴
い
、

介
護
保
険
料
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
第
1
号
被
保
険
者
（　

歳
以
上

65

の
方
）
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
必
要
費
用
を
算
出
し
て
、

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
基
準

24

26

額
を
年
額
6
万
3
千
４
８
０
円
と
設
定
し
ま

し
た
。（
表
4
）

　

な
お
、
第
2
号
被
保
険
者
の
保
険
料
（　
40

歳
以
上
～　

歳
未
満
の
方
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

65

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら

24

　
　

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

改定前（参考）改定後（第５期）対象者区分   年額保険料  年額保険料 保険料率
24,900円
（6,840円増）31,740円基準額×0.50

生活保護受給者の方。老齢福祉年金受給者で、世帯
全員が町民税非課税の方

第１段階

24,900円
（6,840円増）31,740円基準額×0.50

世帯全員が町民税非課税で、前年の合計所得金額と
前年の課税年金収入額の合計が80万円以下の方

第２段階

37,350円
（10,260円増）47,610円基準額×0.75

世帯全員が町民税非課税で、第２段階に該当しない
方

第３段階

49,800円
（13,680円増）63,480円基準額

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町
民税非課税の方

第４段階

62,250円
（17,100円増）79,350円基準額×1.25

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が190万
円未満の方

第５段階

74,700円
（20,520円増）95,220円基準額×1.50

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が190万
円以上の方

第６段階

○平成23年度まで第４段階に区分されていた「世帯の誰かに町民税が課税され、前年の年金収入と年金以外の
　　所得合計が80万円以下の方」は廃止され、第４段階に統一されました。前期間比18,660円増となります。
○個人ごとの保険料は、所得額や町民税額が決定した後、６月中旬にお知らせいたします。　
○介護保険に関するパンフレットを６月中旬に配布する予定です。介護保険料や介護サービスについて詳しく
　載っていますので、大事に保管してください。

表４

段階別保険料一覧
第４期（平成21年度～平成23年度）
年額49,800円（月額4,150円）

第５期（平成24年度～平成26年度）
年額63,480円（月額5,290円）

保険料
　基準額

　

介
護
保
険
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
、
保

険
料
額
・
納
付
な
ど
介
護
保
険
全
般
に
関
す

る
各
種
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
◆
相
談
・
問
合
せ
先

町
健
康
福
祉
課
福
祉
室

緯　

−

2
2
3
3

86

700

800

H24～H26は推計

900

454 553500 531 586507

（人）

（百万円）

737
792

841
877 906 911

認定者数および介護給付額の推移・推計
表３

介
護
保
険
の
問
合
せ　

要支援・要介護者を合計した認定者数の推移
介護給付額の推移
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健
診
の
す
す
め　

　　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
予
防
が
可
能

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
病
気
は
あ
る
程
度
進
行
し
な
い
と
自
覚
症
状

が
出
な
い
こ
と
が
多
く
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
早
い

段
階
で
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

健
診
結
果
が
日
常
の
生
活
習
慣
と
ど
う
関
係
す
る
の

か
を
考
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
健
診
を
受
け
て

自
分
の
か
ら
だ
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
小
さ
な
異
変

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
大
き

な
病
気
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

平
成　

年
4
月
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

20

ム
（
以
下
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た
特
定
健
診
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
と
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
要

因
と
な
っ
て
体
内
で
糖
や
脂
質
の
代
謝
異
常
が
起
き

て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
メ
タ
ボ
の
人
は
糖
尿
病

や
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
定
健
診
は
年
1
回
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
受
け
た
ま
ま
で
は
ダ
メ
で
す
。
健
診

を
受
け
た
方
に
は
健
診
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
健
診
の
結
果
説
明
会
や
健
康
教
室
を
開
催

し
て
、
保
健
師
と
栄
養
士
が
一
緒
に
な
っ
て
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
病
気
に
つ
な
が
る
生

活
習
慣
を
改
善
で
き
れ
ば
、
健
康
な
生
活
を
長
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
を
短

く
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

積
極
的
な
健
康
づ
く
り
と

　
　

介
護
予
防
の
取
り
組
み

町
健
康
福
祉
課

健
康
医
療
室
長

　

伊
藤
紀
代
子

問
合
せ
先
／
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

緯　

−

2
2
3
3

86

なでしこハウスで

外出時の不安を解消

もらさん尿体操教室

加齢による排泄への不安を解
消

ゲーム感覚で脳を刺激

脳活性化教室

楽しく脳を使って認知症発生
予防

高齢者間の交流を図り、個々の心
身の状況に合わせた介護予防体操、
脳活性化ゲーム、談話などを楽し
む

地域で 介
護
予
防
教
室

ほのぼのサロン
　　　　　　ゆうゆうクラブ

公民館などを利用して週１回開催

気軽に筋力・体力アップ

らくらく筋トレ教室

筋トレ・有酸素運動や参加者
の交流を通して老化予防

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み

　

介
護
保
険
を
利
用
し
た
場
合
の
費
用
は
１

割
の
自
己
負
担
と
町
の
介
護
保
険
料
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
を
利
用
す
る
方
が

多
く
な
れ
ば
、
保
険
料
に
も
影
響
を
与
え
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
内
の
平
成　

年
度
の
介
護
が
必
要
と

23

な
っ
た
理
由
の
上
位
は
脳
血
管
疾
患
、
認
知

症
、
筋
力
低
下
で
全
体
の　

％
を
占
め
ま
す
。

64

飯
豊
町
民
の
場
合
は
、
こ
の
３
つ
の
病
気
に

「
注
意
を
す
る
」「
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に

生
活
の
中
で
予
防
す
る
」
こ
と
で
、
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

脳
血
管
疾
患
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関

係
し
て
発
病
し
ま
す
が
、
日
ご
ろ
か
ら
の
血

圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
減
塩
を
始
め
と
す
る

食
事
内
容
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
衰
え
始

め
た
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
に
よ
り
元
気
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
認
知
症
は
脳
を
目
的
を

持
っ
て
使
う
こ
と
に
よ
り
、
現
状
の
悪
化
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

町
で
は
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
る
方
が
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
環
境

整
備
す
る
と
共
に
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い

体
づ
く
り
の
支
援
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
介

護
予
防
教
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
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介
護
保
険
関
連
施
設

　

基
本
理
念
の
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
は
、
制
度
や
人

的
体
制
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
と
共
に
施
設
や
設

備
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
で
、
町
民
の

入
所
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
下
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長
井
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22番
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た
が
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年
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24

た
め
置
賜
で
入
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設
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て
い
る
自
治
体
と
な
り
ま
す
。　

健康福祉センター

介護・福祉に関すること
はこちらの施設内の健康
福祉課で担当しています

施　設　名サービス内容
（要介護１～５の方のみ利用可能）

施設区分

・特別養護老人ホームひめさゆり荘（添川）
・地域密着型特別養護老人
　ホームひめさゆり荘の丘
　（添川）
　（平成24年度開所予定）

常時介護が必要で居宅での生活が
困難な方が入所して日常生活上の
支援や介護が受けられます

介護老人
福祉施設

・飯豊町介護老人保健施設「美の里」（椿）
状態が安定している方が在宅復帰
できるようにリハビリテーション
や介護が受けられます

介護老人
保健施設

・グループホームひめさゆり荘（添川）
・グループホームひめさゆり荘２号館（椿）
・グループホームさわやか（萩生）

認知症の方が共同生活する住居で
食事・入浴などの介護や機能訓練
が受けられます

認知症対応型
グループホーム

施　設　名サービス内容施設区分

・訪問介護ステーション福祉の里めざみ（椿）
ホームヘルパーが居宅を訪問し身
体介護や生活援助が受けられます

訪問介護

・飯豊町訪問看護ステーション（椿）
看護師などが疾病等を抱えている
方の居宅を訪問し療養上の世話や
診療の補助が受けられます

訪問看護

・デイサービスセンターひめさゆり（添川）
・日帰り介護センター福祉の里めざみ（椿）
・デイサービスセンターさわやかホーム（手ノ子）　

食事・入浴・排せつなどの日常生
活上の支援や機能訓練などが日帰
りで受けられます

通所介護

・飯豊町介護老人保健施設「美の里」（椿）　
身体介護やリハビリテーションが
日帰りで受けられます

通所リハビリ
テーション施設

・特別養護老人ホームひめさゆり荘（添川）
・短期入所生活介護センター福祉の里めざみ（椿）

短期間入所して、日常生活上の支
援や機能訓練などが受けられます

短期入所施設
（ショートステイ）

介護保険で利用できる施設

建設中のひめさゆり荘の丘
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線225

　４月５日、春の交通安全県民運動に合わせ、佐原
 大 
やま

 斗 くん（添川）と舩山莊三郎さん（下屋地）が役場に
と

来庁し、交通安全メッセージを町長宛に伝達しまし
た。佐原くんは「交通ルールを守って交通事故に遭
わないように気をつけます。交通事故のない安全な
まちづくりをお願いします」と、高齢者代表の船山
さんは「横断・運転時は、しっかり止まってはっき
り確認を実践します」と宣言しました。

大人も子どもも交通安全

春の交通安全県民運動交通安全メッセージ

　４月８日、町民総合センター「あ～す」で町消防
団辞令交付式が行われました。式には、消防団幹部
や団員など約100名が出席。田辺隆団長から異動さ
れた団員に辞令が交付されました。また、今年度は
13名が新たに入団し、団員の総数は407名となりま
した。式中、新入団員を代表して第４分団第１部第
１班の井上匠さん（手ノ子）が、「誠実かつ公正に消防
職務の遂行にあたります」と力強く宣誓されました。

消防職務遂行の決意

町消防団辞令交付式

　文部科学省では、福島第一原子力発電所事故を受けて全国
に空間放射線量を測定するモニタリングポストを設置しま
した。県内に26台設置され、うち１台が役場庁舎南側に設置
され常時測定しています。計測数値はリアルタイムで確認
できるほか、同省ＨＰで閲覧できます。なお、本測定機によ
る空間放射線量は測定開始から毎時0.053～0.075μシーベ
ルトの間で推移し、日本放射線技師会医療被ばくガイドライ
ンによる一般公衆の年間線量限度１mシーベルト以下です。

空間放射線量を常時測定

放射線モニタリングポスト設置
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　４月17日、住宅改良ヘルパー、福祉用具相談員の
委嘱状交付式が行われ、堀江勝彦さん（椿）、寒河江
秀憲さん（高峰）、手塚健一郎さん（黒沢）に、後藤町
長から委嘱状が交付されました。ヘルパー・相談員
制度は平成９年から始まり、１級または２級建築士
の方が講習を受けて認定されます。介護を必要とす
る方などに、より快適な生活を送るための福祉用具
や住宅環境整備の助言などを無料で行います。

身近なプロがアドバイス

　４月22日、こどもみらい館で「わくわく♪おはな
し広場」が開かれました。こども読書の日（23日）を
前に、町民総合センター「あ～す」図書室が企画。親
子連れなど約25人が参加しました。参加者は、紙芝
居や絵本の読み聞かせ、エプロンシアターを楽しん
だほか、折り紙を使った「こいのぼり」の工作に挑
戦。手でちぎった折り紙を貼り付けて、カラフルな
こいのぼりを作り上げている参加者もいました。

親子で楽しいひととき

News 町の話題

飯豊町住宅改良ヘルパー・福祉用具相談員委嘱状交付わくわく♪おはなし広場

　４月30日、黒沢地区の自然観察学習園で東京飯豊会およ
び「花回廊　ようざんろーど」をつくる会から寄贈された
桜苗木の植樹式が行われました。当日は首都圏から両会の
会員約50名と町民など総勢約150名が参加。鍬入れ式が行
われたエドヒガン桜は、山梨県の 神  代 桜（樹齢は２千年と

じん だい

いわれる国指定天然記念物）の種から育てられた桜とのこ
と。寄贈された桜苗木は50本で、当園のほか白川ダム湖岸
公園とホトケ山公園に植栽されました。

ふるさとの春に新たな彩り

桜の記念植樹式開催

　５月２日、第一小学校１・２年生約50名がどんでん平ゆ
り園内の第一小学校ゆり畑（あおぞらゆり園）でゆりの球根
植えを行いました。ゆりの球根は深さ15センチほど土を
掘ってから植える必要があります。大人用の軍手をした子
どもたちは、少し扱いづらそうに移植ゴテで穴を掘ってい
ました。子どもたちは「ほるってたいへん」と話したり
「となりに植えよう」などとお友達を誘いながらきれいに
並べて植え、初夏に花咲くゆりの生長を願っていました。

球根さんのためにがんばるぞ

第一小学校ゆり球根植え
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「まちかどNEWS」で紹介しきれない地域
のできごとを１枚の写真でご紹介します

スナップショットスナップショットスナップショット

町スポーツ少年団合同入団式
　　　（町民スポーツセンター）

  4
     15

第52回飯豊ロードレース大会
　　　　　　（飯豊中学校周辺）

  4
     １

町スポーツ少年団体力テスト
　　　（町民スポーツセンター）

  4
     15

松原むらづくり委員会によるこ
いのぼりあげ （白川公園）

  4
     22

四季の歌“春うた”を歌うつどい
　　　　　　　　　　（あ～す）

  4
     21

部落長等会総会　　　　　　　
　　　　　　　　　　（あ～す）

第１回こども天文クラブ
　　　　　　　（いいで天文台）

かもしかクラブ発会式　　　　
　　　　　（添川児童センター）

第二小学校６年生町民プールへ
EM菌投入 （町民プール）

第１回しぜん大好き！いいでク
ラブ　　　（飯豊少年自然の家）

眺山の桜ライトアップ
 （眺山小動物公園周辺）

まちかどまちかどまちかど

  4
　  22

  4
     28

  5
　  １

  5
     １

  5
　  ４

  5
　  ６
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News 町の話題
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　喜んでいただいた、それで十分です

　４月24日、羽前椿駅に東日本旅客鉄道株式会社（以
下「JR東日本」という）より平成23年度定期外鉄道営業
収入が目標に達成したことに対しての感謝状が贈られ
ました。当感謝状はJR東日本が毎年度定める定期券
以外の売り上げ目標を達成した駅に贈られるものです。
　駅業務はJR東日本から町へ、町から観光協会へ委託
されています。観光協会嘱託職員の井上秀子さん（椿）
が主に担当しています。平成23年度は３月11日発生の

東日本大震災による
列車運休や豪雪によ
る列車運休にともな
うバス代行などがあ
り、列車ダイヤが目
まぐるしく変更され
た中での受賞となり
ました。

　観光協会はお客様にとっての最高のサービスとは何
かを日々自問しながら駅業務を行い、切符販売の際に
は、お客様が旅先で不安にならないように切符の使い
方や駅の様子、ホーム番号など出来るだけ調べてお伝
えするように心がけているとのこと。「お客様が旅行
から戻られて安心して旅が出来たことをお聞きすると
やりがいを実感します」と井上さんは目を輝かせます。
　また、井上さんは駅を訪れる方に積極的に声をかけ
ています。昨年度は見かけない方が駅のベンチに座っ
て居るなと思って声を掛けると、震災による長期間の
避難所暮らしに疲れと居心地の悪さを感じた避難者で
した。話をすると思いがあふれ出すように会話が続い
たそうです。
　インタビュー中も駅を訪れる人を見かけては声を掛
けている井上さんを見ると、お客さまへの精一杯の対
応が感謝状の受賞に結びついたのだと感じました。

飯豊町観光協会

東日本旅客鉄道株式会社から感謝状

ここはふれあい休憩室

お茶をどうぞの気持ちで15年

◎たかはし　まこと
　町観光協会長。高峰在住

◎いのうえ　ひでこ
　観光協会嘱託職員。椿在住
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　各地区公民館では、それぞれの地域の特色を生かしながら、地域の
活性化と生涯学習の振興を目指した事業を展開しています。
　ここでは、平成24年度の事業計画の中から主なものを抜粋して紹介
していますが、そのほかにも幅広い年齢層に合わせた様々な事業が計
画されていますので、ぜひ多くの住民の皆さんが参加し、地区公民館
を中核として地域を盛り上げていきましょう。
　各地区公民館の情報はこちらのＨＰからhttp://iide-kouminkan.jp

白椿地区公民館
主　な　事　業　計　画

地域民の自主的な学習の推進と、生涯学習活動の拠点としての役割の充実を目指します。

連 絡 先

大字椿1902―4
始72―2242
姉72―3551
死tubakiko@e.jan.ne.jp

公民館長
佐原　正（椿）
運営委員会事務局職員
鈴木　孝（小白川）
川崎てい子（椿）

ス タ ッ フ

川崎てい子 佐原 正 鈴木 孝

地域の活性化と生涯学習の振興を目指して

平成24年度

中部地区公民館

時　期内　容事　業

８月18日
子ども会育成会、分館、各地区協議
会など地域の各団体からの出展を
通し、協同作業の教育を実践。

かかし祭り

年間
研修会、ボランティア、かかし祭り
参加、作品制作、グラウンドゴルフ
大会、しろあと文集制作など。

しろあと教室
（高齢者教室）

年間
研修会、ボランティア、クリスマス
会、生け花、茶会、キャンドル作り、
かかし祭り出展、文化祭出展など。

婦人学級

７月８日ゆり公園などでゆりの写生大会を
行う。後日審査会・表彰を行う。ゆり写生大会

主　な　事　業　計　画

地域のコミュニティづくりの拠点としてとらえ、地域住民主体の運営活動を支援し、社会
教育を推進しながら創造的でにぎわいのある地域づくり、健康づくりを目指します。

連 絡 先

大字萩生3548
始72―2126
姉72―3550
死tyuubuko@e.jan.ne.jp

公民館長
嘉藤幹夫（萩生）
運営委員会事務局職員
舩山吉丸（中）
嶋貫　恵（中）

ス タ ッ フ

あ～す

いいで旅館 つばき保育園

GS

至添川

三陽電気

至
長
井
市

コンビニ

至
小
白
川

中部幼稚園

コメリ

郵便局

至
椿

至黒沢

コンビニ

至
長
井
市

エルベ  セルカ

時　期内　容事　業

年間
ムリ、ムダ、ムラのない地域社会を
目指し明るく住みよいまちづくり
を分館を拠点に実践する。

白椿地区新生活
運動

年間
環境にやさしい廃油リサイクル
せっけんの活用の推進、無農薬野
菜作りの推進などに取り組む。

白椿地区
リサイクル会

年間
芸術文化に親しみながら教養を高
め、心豊かな優れた文化の地区を
目指す。文化祭の開催など。

芸術文化

年間
健康と体力づくり、地域の連携意
識高揚を目指し、スポーツクラブ
と連携した運動の日常化を図る

社会体育

地 区 公 民 館 の 事 業 計 画

MAP

MAP

嶋貫 恵嘉藤幹夫舩山吉丸
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東部地区公民館
主　な　事　業　計　画

社会教育活動の拠点として、地域民の交流を図り、理解と協力を高めながら、一人ひと
りの意識高揚を促し、生涯学習活動の推進を目指します

連 絡 先

大字添川2955
始74―2447 
姉87―0447
死toubuko@e.jan.ne.jp

公民館長
遠藤和芳（添川）
運営委員会事務局職員
樋口兼利（添川）
遠藤節子（添川）

ス タ ッ フ

中津川地区公民館
主　な　事　業　計　画

個性・能力を伸ばし、生きがいのある充実した生活を享受できるよう応援します。
各種団体の交流と連携により、地域環境の改善を目指します。

連 絡 先

大字上原469
始77―2020
姉77―2121
死apurekou@e.jan.ne.jp

公民館長
大友俊治（川内戸）
運営委員会事務局職員
安部　学（小屋）
伊藤ふみ（岩倉）

ス タ ッ フ

西部地区公民館
主　な　事　業　計　画

安全安心と健康な体づくりを目標に公民館をご利用いただく方々と力を合わせ、それぞ
れの体格能力に合う健康な体づくりの推進を目指します。

連 絡 先

大字手ノ子2861―1
始75―2111
姉75―2273
死seibuko@e.jan.ne.jp

公民館長
山口　健（高峰）
運営委員会事務局職員
髙橋　孝（高峰）
巻坂恵美子（手ノ子）

ス タ ッ フ

添川児童センター

添川小
飯豊橋

添川温泉しらさぎ荘

至椿

至国道113号

至松原

至長井市

至
宇
津
沢

源流の森

中津川診療所

至高峰

中津川小中

至岩倉

駐在所

並木製作所

手
ノ
子
駅

手ノ子橋

寺島医院

至椿

至高峰至小国町

至長井市

JA倉庫

MAP

時　期内　容事　業

年間
地域住民に地域の状況や動きを
知ってもらうため、関係団体と協
力し「広報とうぶ」を毎月発行。

広報活動

８月14日
東部地区全住民の参加のもと世代
間の交流はもとより親睦・融和を
図り地域の活性化を目指す。

添川温泉
ふるさと祭り

７月28日
～29日

団体生活と野外キャンプの体験に
より児童の健全な育成を目指す。少年キャンプ

5月、6月、
8月

小学生を対象に、地区内外へ観察
に出かけ、保護蝶の認識を高める。

チョウセン・ア
カシジミ観察会

時　期内　容事　業

年間

スポーツを通して地区住民の健康、
体力づくりを図り交流親睦を深め
ながら活力のある地域づくりを目
指す。西部スキー教室など。

体育スポーツの
振興

年間
学習を通じて広く教養を高めると
共に健康で明るい家庭の推進、
楽しい仲間づくりを目指す。

婦人教室
さわやかクラブ

年間

高齢者の地域社会への積極的な参
加と生涯学習に取り組む。また、子
どもたちとの交流を通じて地域文
化の伝承に努める。

ふるさと学園

10月28日本への親しみと読解力、表現力を養
い心豊かな児童育成に努める。

生活文・読書感
想文コンクール

時　期内　容事　業

年間
地域づくりの多岐にわたる情報の
発信基地として定期的な館報「あ
ぷれ」の発行。

情報の提供活動

年間
積極的に地域づくり活動に参画で
きる環境づくりや、学習の場を提
供。

地域に根ざす青
年・女性団体の
活動の推進

９月２日
「子どもは地域の宝、賑わいの拠
点」を合言葉に、さらなる連携を深
める。

地区・小中学校
合同運動会

年間
幼児から高齢者まで施設の活用を
推進し、地域の基幹施設としての
役割を果たす。

生涯学習拠点施
設として活用の
事業

MAP

MAP

髙橋 孝山口 健巻坂恵美子

安部 学 大友俊治 伊藤ふみ

樋口兼利 遠藤和芳 遠藤節子
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Cooking料理

【
材
料
】

◇
昆
布　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌢
50

◇
子
持
ち
し
し
ゃ
も　
　
　
　
　
　
　

2
匹

◇
ニ
ン
ジ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
50

◇
ゴ
ボ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㌢
50

◇
か
ん
ぴ
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
宜

◇
し
ょ
う
ゆ　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
２
杯

◇
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
２
杯

◇
み
り
ん　
　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１
杯

◇
砂
糖
・
本
だ
し　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
作
り
方
】

虚
昆
布
は
軽
く
水
洗
い
し
て
か
ら
水
気
を
切

る
。

許
ニ
ン
ジ
ン
と
ゴ
ボ
ウ
を
拍
子
木
切
り
に
し
、

ゴ
ボ
ウ
は
昆
布
に
巻
く
前
に
煮
て
柔
ら
か

く
し
て
お
く
。

距
広
げ
た
昆
布
の
上
に
し
し
ゃ
も
、
ニ
ン
ジ

ン
、
ゴ
ボ
ウ
を
並
べ
て
巻
く
。

鋸
巻
い
た
昆
布
を
か
ん
ぴ
ょ
う
で
結
ぶ
。

漁
深
い
な
べ
に
昆
布
巻
き
を
並
べ
、
ひ
た
ひ

た
に
な
る
く
ら
い
水
を
入
れ
る
。
し
ょ
う

ゆ
、
酒
、
み
り
ん
、
砂
糖
、
本
だ
し
を
入

れ
て
3
時
間
程
度
煮
込
ん
で
出
来
上
が
り
。

し
し
ゃ
も
の
昆
布
巻
き

中
身
を
代
え
た
ら
新
た
な
料
理
に

孫
に
も
好
評
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
味

　

昆
布
巻
き
と
い
え
ば
ニ
シ
ン
の
昆
布
巻
き

が
一
般
的
で
す
が
、
ニ
シ
ン
の
に
お
い
が
苦

手
な
方
も
い
ま
す
。
し
し
ゃ
も
に
す
る
と
、

そ
の
よ
う
な
方
に
も
食
べ
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
と
考
え
て
作
っ
た
料
理
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
で
す
。
①
ゴ
ボ
ウ
は
一

度
水
煮
を
し
て
か
ら
昆
布
に
巻
く
こ
と
。
昆

布
に
巻
い
て
か
ら
煮
る
と
、
ゴ
ボ
ウ
が
柔
ら

か
く
な
る
こ
ろ
に
は
他
の
具
材
が
柔
ら
か
く

な
り
過
ぎ
ま
す
。
②
昆
布
は
巻
き
す
ぎ
な
い

こ
と
。
巻
く
回
数
を
増
や
す
と
、
昆
布
の
食

感
が
強
く
な
り
ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
た
口
当
た
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
③
昆
布
の
幅
に
し

し
ゃ
も
を
切
り
そ
ろ
え
る
場
合
は
、
子
持
ち

し
し
ゃ
も
を
冷
凍
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
生
の
ま
ま
子
持
ち
し
し
ゃ
も
を
切
る
と

卵
が
飛
び
出
し
ま
す
。

　

献
立
は
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
食
べ

て
く
れ
る
人
を
思
い
な
が
ら
作
る
料
理
は
楽

し
い
も
の
で
す
。

黒沢地区
食生活改善推進員
川村久子さん
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おもちゃびじゅつかんで
かくれんぼ
デイヴィッド・ルーカス／作
なかがわちひろ／訳　　徳間書店

episode

「母親と仕事の両立」

支えてくれてありがとう

　振り返ると私の子育ては義母に随分助けても
らった。
　仕事から帰ると「食事の準備は子どもが大きく
なったらいつでも出来るから、子供と遊んで一緒
にいてやれ」と言ってもらった。心が温まった。
ある日、熱が出て寝込んでいると子どもたちが
「ちょっと待ってで」と氷を沢山入れた水枕を
持ってきてくれた。ばあちゃんに頼んで用意して
もらったのだろう。心が癒された。仕事で泊まり
の日は、朝から子供達に「嫌だ、嫌だ」とすごく
泣かれた。「心配しないで行って来い」とばあちゃ
ん。心強かった。
　母親と仕事の両立。それは、ばあちゃんがいた
から頑張ってこられた。本当にありがとう。これ
から恩返ししたいと思う。

子育て

FILE
フ ァ イ ル

今月の

おすすめ図書 真保裕一／著　　集英社

安政二年、大地震が江戸を襲った。
新米同心・虎之助は町人たちを救う
ため、走り廻る。恋と人情、謎解き
に捕り物が詰った、エンターテイン
メント長篇時代小説。

猫背の虎　動乱始末
一般図書

生涯寝たきりにならないた
めのピンピンコロリ体操
湯浅景元／著　　世界文化社

寝たきりにならず、元気な老後を過
ごすための、簡単な「ピンピンコロ
リ体操」を紹介。体の粘り強さ、力
強さ、柔らかさが身につきます。

一般図書

児童図書

５月18日画 10：30～　ほのぼの講座
　　23日我 10：30～　かんがるー広場
　　25日画 10：30～　タッチケア（要予約）
　　30日我 10：30～　親子リトミック
６月５日昇 10：30～　おはなし広場
　　６日我 10：30～　親子エクササイズ教室
　　12日昇 10：30～　あそびの広場
　　13日我 10：30～　親子エクササイズ教室
　　16日松 ９：45～　子育て合同研修会

（５月・６月の日程）

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／８：30～12：00 、13：00～17：00

ブルー・アイランド先生の
がくふのほん

楽譜は目で見て感じるもの。音程や
音の高さ、音階、弾き方・歌い方な
ど、楽譜に書かれている様々な音楽
のきまりを、楽しい絵で、わかりや
すく説明します。

児童図書

青島宏志／絵・文　　ネット武蔵野

夜、人間がいなくなると、美術館の
おもちゃたちは、自由に動き始めま
す。おもちゃたちがのびのびと活躍
する楽しい絵本です。

●開館時間　　午前９時～午後６時（５月～１０月）
※土・日曜日は午前９時～午後５時まで
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

６月16日穣 ９：45～
町民総合センター「あ～す」

講師に鹿俣由美先生を迎
え、楽しく体を動かしな
がら親子のスキンシップ
を深めます。要予約。

子育て合同研修会

Child & Book 子育てと図書

会場／☆印は「あ～す」
ほかは「こどもみらい館」

☆
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ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

◆練習場所／中部地区公民館
◆団員募集対象／
　経験・年齢・性別・住所を問わず誰でも
◆クラブのピーアール
　大正琴はその名のとおり大正時代に生まれた
比較的新しい楽器です。流派は複数あり、香真
流は県内に７つの会があります。楽譜は五線譜
に音符ではなく数字で表され、その数字と同じ
番号の音階ボタンを押したまま弦を弾いて演奏
します。横澤会長は「音楽の経験が無くても気
軽に始められる楽器です。難しい曲への挑戦よ
りも、簡単な曲でも楽しく演奏できた喜びを大
事にして練習をしています。」と話します。萩の会（岡田 香  真 流山形支部）

こう しん

◆代表／横澤淑子さん（黒沢）
◆指導者／会員相互※年に１回家元から指導
◆会員／９名
◆練習日時／毎月第２・第４日曜日
　　　　　　９：30～11：30

横澤会長にとって
大正琴とは…

●萩の会への入会・見学などのお問い合わせは、お近くの会員の方、もしくは横澤淑子会長まで志72―2726

Club & Essayクラブ紹介と随想

滑横澤淑子会長

出会いを生み出し、

「
ウ
グ
イ
ス
は
渡
り
鳥
に
あ
ら
ず
」

　

後　

藤　

幸　

平

狭

　
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」と
は
今
頃
を
詠
ん

だ
漢
詩
だ
。「
菜
種
咲
き
若
葉
し
げ
り
て

雪
山
も
見
ゆ
」
と
哀
草
果
が
表
現
し
た
春

は
雪
国
に
住
む
も
の
に
と
っ
て
特
別
に
う

れ
し
い
季
節
の
到
来
で
あ
る
。

　

部
屋
の
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て
朝
の

光
を
浴
び
て
い
る
と
、
小
鳥
の 
囀 
り
の
な

さ
え
ず

か
に
ひ
と
き
わ
張
り
の
あ
る
懐
か
し
い
鳴

き
声
が
聞
こ
え
る
。
ウ
グ
イ
ス
だ
。
い
ま

ま
で
ど
こ
に
ど
う
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

小
さ
な
体
を
あ
の
厳
し
い
風
雪
の
な
か
に

 
晒 
し
、
何
を
食
べ
て
こ
の
冬
を
生
き
抜
い

さ
らた

の
だ
ろ
う
か
。
住
宅
に
守
ら
れ
る
人
間

の
暮
ら
し
と
比
べ
れ
ば
、「
す
ご
い
も
ん

だ
」
と
、
野
生
の
た
く
ま
し
さ
に
あ
ら
た

め
て
感
じ
入
っ
て
い
た
。
す
る
と
「
ウ
グ

イ
ス
は
た
し
か
渡
り
鳥
の
は
ず
、
暖
か
い

と
こ
ろ
に
い
た
ん
だ
よ
。
あ
な
た
が
心
配

し
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
家
人
が
言
う
。

そ
う
か
、
渡
り
鳥
だ
っ
た
の
か
と
調
べ
て

み
る
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
ウ
グ
イ
ス
は

渡
り
鳥
で
は
な
い
。 
留  
鳥 
で
あ
る
。
そ

り
ゅ
う 
ち
ょ
う

し
て
意
外
に
も
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
鳴
く
の

は
成
長
し
た
大
人
の
オ
ス
だ
け
だ
そ
う
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
豪
雪
の
被
害
は
甚

大
で
あ
る
。
屋
根
の
軒
折
れ
な
ど
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。
我
が
家
で
は
四

カ
所
も
や
ら
れ
た
。
ど
こ
の
家
で
も
修
繕

に
は
か
な
り
の
費
用
と
時
間
が
か
か
る
だ

ろ
う
。
住
ん
で
い
る
家
で
さ
え
こ
の
状
況

で
あ
る
。
空
き
家
の
被
害
は
さ
ら
に
深
刻

で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
む
農
村
に
ま
た
一

つ
課
題
が
増
え
た
よ
う
に
思
う
。

　

過
疎
か
ら
の
脱
却
と
に
ぎ
わ
い
の
再
現

を
め
ざ
し
て
、
稲
作
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

所
得
対
策
が
動
き
出
し
た
。
果
樹
と
園
芸

の
専
門
職
員
を
配
置
し
て
本
格
的
に
取
り

組
む
。
豪
雪
地
帯
の
果
樹
振
興
は
い
か
に

あ
る
べ
き
か
、
品
種
は
ク
リ
に
す
る
の
か
、

モ
モ
か
、
ウ
メ
か
、
そ
れ
と
も
ほ
か
の
何

に
す
る
か
。
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。

　

連
休
の
最
終
日
、
六
日
の
午
後
、
上
杉

博
物
館
特
別
展
『
鷹
山
の
財
政
改
革
』
を

見
た
。 
竹
俣
当
綱 
の
『
樹
養
篇
』
に
は
、

た
け
の
ま
た
ま
さ
つ
な

漆
、
桑
、 
楮 
そ
れ
ぞ
れ
百
万
本
を
植
栽
し

こ
う
ぞ

十
年
を
目
途
に
産
業
を
振
興
し
よ
う
と
し

た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
成
果
と
な
る
の
は
四
十
年
以
上
の
歳
月

を
経
た
の
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

春
の
鳥
の
野
生
と
た
く
ま
し
さ
、
苦
難

に
立
ち
向
か
っ
た
先
人
の
偉
業
に
学
び
、

明
日
を 
拓 
き
た
い
も
の
だ
。

ひ
ら

　若さを保つ大切な仲間

大正琴
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Karte⑪

health column

このコーナーでは、健康に関する身近なテーマを取り上げ、

H E A L T H

町民の皆さんが今すぐできる健康づくりを提言します。

 
増
加
す
る
脳
卒
中
患
者

　
「
脳
卒
中
は
日
本
人
の
国
民
病
」と
い

わ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り
、
昭
和　

年
55

ま
で
は
死
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
、
ガ
ン
、
心
臓
病
に
次

い
で
死
因
の
第
３
位
と
順
位
は
下
が
っ

て
き
ま
し
た
が
、
患
者
数
は
む
し
ろ
増

加
し
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
の
患
者
数
は

現
在
約
1
5
0
万
人
と
い
わ
れ
、
毎
年

2
5
万
人
以
上
が
新
た
に
発
症
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。　

 
わ
ず
か
な
前
触
れ

　

脳
卒
中
の　

％
を
占
め
る
脳
梗
塞
の

75

前
触
れ
と
し
て
左
下
の
よ
う
な
症
状
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
前
触

れ
症
状
は
２
、
３
人
に
１
人
程
度
の
割

合
で
し
か
現
れ
ず
、
現
れ
て
も 
多
く
の

場
合
、
数
分
か
ら
数
十
分
程
度
で
収
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
ま
ま
病
院

で
受
診
し
な
い
人
が
多
く
こ
れ
が
事
態

を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
時
間
的
に
は
短
く
と
も
、
前

触
れ
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
脳

梗
塞
を
疑
い
、
一
刻
も
早
く
脳
神
経
外

科
を
受
診
し
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
い
っ
た
ん
は
良
く
な
っ
た

よ
う
に
見
え
て
も
こ
の
よ
う
な
前
触
れ

症
状
が
あ
っ
た
場
合
、
近
い
将
来
高
い

確
率
で
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は「
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
」

の
第
１
位
で
３
割
近
く
を
占
め
て
い
る

の
で
す
。

 
早
期
受
診
が
そ
の
後
を
変
え
る

　

昔
は
、「
脳
卒
中
が
起
き
た
ら
そ
の

ま
ま
寝
か
せ
て
お
き
、
動
か
し
て
は
い

け
な
い
」
と
安
静
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
救
急
車
に
よ
る
搬
送
と
急
性
期

治
療
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
破
け
た

り
詰
ま
っ
た
り
し
て
血
液
が
脳
の
隅
々

ま
で
行
か
な
く
な
る
こ
と
で
、
脳
の
組

織
が
傷
つ
き
脳
の
機
能
に
大
き
な
支
障

が
生
じ
る
病
気
で
す
。
発
症
か
ら
時
間

が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
脳
の
機
能
は
失
わ

れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
早
期

診
断
・
早
期
治
療
が
そ
の
後
の
回
復
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
す
。

　

ま
さ
に
脳
卒
中
は
時
間
と
の
戦
い
な

の
で
す
。　

 
脳
卒
中
の
前
触
れ
症
状

●
何
と
な
く
い
つ
も
と
違
う

●
片
方
の
手
足
・
顔
半
分
の
麻
痺
・
し

　

び
れ

●
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
言
葉
が
出
な

　

い
、
会
話
が
理
解
で
き
な
い

●
力
は
あ
る
の
に
、
立
て
な
い
、
歩
け

　

な
い
、
フ
ラ
フ
ラ
す
る

●
片
方
の
目
が
見
え
な
い
、
物
が
二
つ

　

に
見
え
る
、
視
野
の
半
分
が
欠
け
る

●
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
頭
痛

重
症
の
場
合
は
意
識
状
態
が
悪
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳卒中予防10カ条　その10

脳卒中　起きたらすぐに　病院へ

脳卒中予防十カ条

脳卒中
　24.1％

高齢による衰弱
　　13.1％

骨折・転倒
　9.3％

心臓病
　3.2％

パーキンソン病
　3.6％

認知症
　20.5％

関節疾患
　7.4％

その他
　18.8％

寝たきりになる原因

煙手始めに　高血圧から　治しましょう
煙糖尿病　放っておいたら　悔い残る
煙不整脈　見つかり次第　すぐ受診
煙予防には　タバコをやめる　意思を持て
煙アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒
煙高すぎる　コレステロールも　見逃すな
煙お食事の　塩分・脂肪　控えめに
煙体力に　合った運動　続けよう
煙万病の　引き金になる　太りすぎ
煙脳卒中　起きたらすぐに　病院へ

　（日本脳卒中予防協会） 　H22年国民生活基礎調査
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

◆日時／６月２日㈯９：45～
◆場所／飯豊少年自然の家
◆内容／くるくる手作りパンづくりと
自然散策
◆対象／幼児～小学生とその保護者
※子どもだけの参加はできません
◆参加費／250円
◆持ち物／飲み物、雨具、タオル、野
外活動に適した服装と履物など
◆申込締切／５月24日㈭まで
◆申込・問合せ先／町民総合センター
「あ～す」緯72-3111

　海外での各種体験を通して国際性を
養い相互理解を深めるため海外派遣事
業を行います。
◆日程／７月26日㈭～８月14日㈫の
うち８～18日間
◆派遣先／米国、英国、豪州、カナダなど
◆内容／海外でホームステイ、ボラン
ティア、文化交流、学校体験など
◆対象者／小学校３年生～高校３年生
◆参加費／21.8万円～54.5万円予定
※ただし、共通経費が別途必要
◆申込締切／６月１日㈮、11日㈪
◆その他／事業により派遣先、日程、対
象者、参加費と申込締切日は異なる
◆申込・問合せ先／㈶国際青少年研修
協会緯03-6459-4661

◆日時と場所／６月４日㈪
役　　場 11：00～12：00
町健康福祉センター 14：00～15：30
◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
緯86-2338

　日頃から水害・地震等の災害に備え、
災害時には適切な対応を執ることが重
要です。安全で安心な暮らしを実現す
るため、「自助、共助、公助」の理念
の下、水防・災害への更なる意識高揚
に向け、住民参加による地域一体型の
演習を実施します。
◆日時／５月27日㈰８：30～12：30
◆場所／南陽市宮崎・川西町洲島地先
　（最上川右岸河川敷）
◆内容
焔水防工法訓練
　シート張り工、木流し工、月の輪工、
　釜段工、積土のう工など
焔水防技術競技大会
　シート張り工、月の輪工
焔東日本大震災を教訓にした総合訓練
自衛隊ヘリによる緊急輸送訓練、消
防・警察・日赤による救助救護訓練
など
焔防災展
降雨・水防工法の体験コーナー、災
害対策車両・機械展示コーナーなど

◆申込・問合せ先／国土交通省山形河
　川国道事務所緯023-688-8421

　憲法週間（５月１日～５月７日）にち
なみ裁判所見学会を開催します。
◆日時／５月28日㈪13：10～16：00
◆場所／山形地方・家庭裁判所米沢支部
◆内容／裁判手続説明、裁判員制度説
明、法廷見学など

◆対象／どなたでも（申込み先着20名）
◆参加費／無料
◆申込・問合せ先／山形地方裁判所米
沢支部庶務課緯0238-22-2165

◆日時／６月10日㈰13：00～14：30
◆場所／伝国の杜　置賜文化ホール
◆内容／公立高畠病院副院長による公
開講座「風呂と未病とＣＯ２」
◆入場料／無料
◆その他／どなたでも参加可、事前申
　込み不要
◆問合せ先／米沢市立病院リハビリ
テーション科緯0238-22-2450内
線2220

　ものづくり基盤技術を活かした技術
開発・製品化、山形ならではの地域資源
等を活用した新商品・新サービスの開
発に取り組む中小企業等を支援します。
◆支援対象分野
焔山形の強みである基盤技術を活かし
　たものづくり産業の育成
焔山形ならではの地域資源等を活用し
　た、創業や新事業の芽出し・育成
◆助成限度額／事業区分に応じて100
万円～750万円以内
◆対象者／県内に主たる事業所を有す
る中小企業者、NPO法人、有限責任
事業組合、起業家など

◆受付期間／６月４日㈪～６月８日㈮
　17：15必着
◆助成期間／事業区分に応じて１年以
内から３年以内

◆その他
焔詳細は機構のホームページをご覧い
　ただくか、お問い合わせください
焔応募に関し相談を受け付けています
◆申込・問合せ先
　㈶山形県産業技術振興機構振興部プ
ロジェクト推進課緯023-647-3163

親子自然ふれあい体験
参加者募集！

夏休み海外派遣事業
参加者募集！

献血のお願い

最上川水防演習実施
のご案内

裁判所見学会
のお知らせ

山形県理学療法学術大会
公開講座のご案内

やまがた地域産業応援基金
による助成金のご案内
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Information お知らせInformation お知らせ

（４月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

庄　司　健太郎さん
村　上　亜矢子さん

萩  　  生（長  井  市    
大　関　貴　裕さん
斎　藤　　彩　さん

　  椿  　（新  潟  県    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  勝　博（ 　瞳　嶋 貫　　 夢 　ちゃん

ゆめ

萩生

  貴　文（ 恵　莉阿 部　 心 
こ

 々 
こ

 寧 ちゃん
ね

添川

  裕　介（ 智　秋
伊 藤　 新 　 琉 く　ん

にい る

椿

伊 藤　 夢 　 琉 く　ん
ゆい る

椿

  　匠　（　 咲　舟　山　 莉 　 未 ちゃん
り み

小白川

  秀　幸（ 百　合長　岡　 胡  都  葉 ちゃん
こ と は

中

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
78小 松 宣　二さん上代添川
87二 瓶 せ　いさん上代添川
90梅 津 榮　吾さん中ノ目南萩生
85髙 橋 德　一さん萩生町萩生
95長 岡 イ　ノさん北新田中
83嶋 貫 榮　吉さん石原萩生
90伊 藤 ア ヤさん萩生町萩生
87小 山 はつのさんひめさゆり添川
84佐 藤 チヱノさん高柳黒沢
87舟 山 て　いさん中北中

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

◇
４
月
に
総
務
企
画
課

に
異
動
に
な
り
広
報
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
勝
見
で
す
。

　
「
ま
ず
は
現
場
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
各

地
区
に
何
度
も
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
て
飯
豊
で
何
が
起
こ
り
何
が

起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
皆
さ
ん
が
知

り
た
い
こ
と
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
を
、
出
来
る
だ
け
タ
イ
ム
リ
ー
に
発

信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
か
つ
み
）

４月分　　（　）内は対前月比

11転入2,371（  -6）世帯数
34転出3,877（-13）男人　

口
6出生4,122（-15）女
11死亡7,999（-28）計

人の動き

　交通災害共済は、町民の皆さんが会
費を出し合って、交通事故に遭ったと
きに見舞金を贈るなど、お互いに助け
合う制度です。自転車の事故も支給の
対象となります。
◆加入できる方
平成24年７月１日現在、本町の住民
基本台帳に登録されている方、また
は外国人登録をしている方（ただし、
学生については他市町村に住所を有
する場合も加入できます）

※加入申込み後に町外へ転出すると、  
   加入資格はなくなります
◆申込期間／６月１日㈮～29日㈮まで
※申込期間が過ぎても随時加入可能
◆共済期間
平成24年７月１日～翌年６月30日

◆共済会費／１人当たり400円
◆その他／軽微な交通事故でも、必ず
警察に届けてください

◆申込・問合せ先／役場住民税務課生
活環境室緯72-2111内線132　

　今年は４年に一度の町内スポーツの
祭典「町民スポーツフェスティバル」
の年。夏は仲間や家族とスポーツを楽
しみましょう！
◆日時／７月22日㈰８：30～12：00頃
◆会場／町民スポーツ公園
　（飯豊中学校グラウンド）
◆その他／詳しくは実行委員会（５月
下旬開催予定）後にお知らせいたし
ます。
◆問合せ先
　役場教育文化課生涯学習振興室
緯72-2111内線160・162

　最高級の飯豊産米沢牛を準備し、皆
さんのお越しをお待ちしています。
◆期日／７月１日㈰ 　雨天決行
◆場所／どんでん平ゆり園
※入口は正面北側の専用ゲート
◆イベント開催時間
11：00～14：00
◆イベント内容
　飯豊町こくわワイン・どぶろくの振
る舞い、豪華景品大抽選会など
◆前売り券
焔ファミリーセット（４名分）12,000円
※牛肉・野菜・飲み物セット
焔チケット販売日／５月24日㈭から
焔チケット購入先／ＪＡ山形おきたま
飯豊支店、畜産団体の役員の方、飯豊
町観光協会、ゆり園、役場産業振興課
◆問合せ先／役場産業振興課農業振興
室緯72-2111内線262、263

【お詫びと訂正】４月12日発行号の裏表紙で紹介
しました絵馬「間引図」の解説の中で誤りがあり
ました。「恩徳寺は、京都・神護寺を本山とし」は、
「恩徳寺は、京都・神護寺を本寺とし」が正しいも
のでした。また、筆者「英」の読みは「はなふさ」
が正しいものでした。お詫びして訂正いたします。

　黒沢地内において交差点工事を行っております。工事に伴い
「県道萩生黒沢線、県道椿長井線および町道萩生黒沢線」が交わ
る交差点の形状が変更になり、一時停止規制も変更になります。

工事前 工事完了後（６月上旬予定）

萩
生
川

至椿

至長井

至萩生

至椿

至長井

至萩生

交差点形状変更のお知らせ

県道椿長井線

県道萩生黒沢線
萩
生
川

第18回町民スポーツ
フェスティバルのお知らせ

第24回いいで黒べこ祭り
前売り券を販売します

交通災害共済
加入更新のお知らせ

町道萩生黒沢線

県道椿長井線

県道萩生黒沢線

町道萩生黒沢線

優先道路 優先道路



草木草木塔塔

自然への感謝と 畏  怖 
い ふ

　平成２年大阪で開催された国際花と緑の博
覧会に、現在確認されている町内草木塔の中
で最古の草木塔（1830年建立）が展示されまし
た。それまで地域では、草木塔の存在は知ら
れていましたが、文化財としての価値や希少
性を認識している方は少なかったと思います。
今では大学や歴史研究家などが調査に訪れる
ほどになり、地域でも草木塔を話題にするこ
とが多くなりました。
　各集落に草木塔はありますが、集落の人口
減少によって管理が行き届かなくなるのでは
と不安に感じています。一方、平成になって
も草木塔を建立する方がいらっしゃるのは、
草木との関係が非常に密接な中津川の暮らし
方が影響しているのではと感じています。

山 口 八 郎さん

草木塔有識者

（宇津沢）

　県内には草木塔と呼ばれる全国的にも珍

しい石塔が多数残されている。草木塔は伐

採・採取された草木に対する感謝、供養、

生育を祈念するものとして建てられた。建

立の起源は上杉鷹山による奨励や山岳信仰

と結びついた修験道によるものなどの説が

ある。総数は100基以上ともいわれる。江

戸時代に建立された草木塔は全国に34基

あり、うち32基が置賜地方、５基が飯豊町

に存在する。最古のものは、江戸時代中期

の安永９年（1780）に米沢市田沢地区にて

建てられた。小屋地内の草木塔は文政13

年（1830）３月に建立され、岩倉地内の草

木塔は高さ90cm、幅80cmの砂岩の自然

石で安政５年（1858）に建立された。

　昭和60年２月、町内の代表的な草木塔

である上記２基が町の有形民俗文化財に指

定された。

解 説

草木塔
守 り 続 け る 人 た ち

Interview

昭和60年度町指定有形民俗文化財指定

写真／中津川小屋地区にある町内最古の草木塔。材質は安山岩の自然石。高さ65cm、幅35cm。
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